
ICTを活用した
効果的な学び

令和２年７月１４日（火）

令和２年度 第１回総合教育会議



画像

１ 本市の学校におけるこれまでの取組から

平成２６年度～
・児童生徒用タブレット

１校４０台 配備

平成２８年度～
・校内無線LAN環境整備
・指導者用タブレット

一人１台 配備
・指導者用デジタル教科書導入



１ 本市の学校におけるこれまでの取組から

グループで資料を共有して
話し合う

ペアで考え方を練り上げて
発表する

２名の生徒がタブレットを操作している画像

複数の児童がタブレットの画面を覗き込
んでいる画像



作品の記録を残し、鑑賞の
材料に活用する

グループの発表を比較、検討
して深める

１ 本市の学校におけるこれまでの取組から



２ 国が示す１人１台端末環境がもたらす学びの変容

ＧＩＧＡスクール構想

Global and Innovation Gateway for All

○１人１台端末と、高速大容量の通信ネットワーク
を一体的に整備することで、特別な支援を必要と
する子供を含め、多様な子供たち一人一人に個別
最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる
教育ＩＣＴ環境を実現する。

○これまでの我が国の教育実践と最先端のＩＣＴの
ベストミックスを図り、教師・児童生徒の力を最
大限に引き出す。



２ 国が示す１人１台端末環境がもたらす学びの変容



３ 一人一台環境における学びの構想

「多様な人と協働しながら、主体的・創造的に活動する子供」の育成
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「自らの可能性を広げ、
新たな価値を創り出す学び」

各教科等における
効果的な活用

オンラインによる
学びの保障

情報モラル・
リテラシーの育成

一人一台端末（タブレット型ＰＣ）環境の整備



Ｂ 授業支援システム等の活用による協働学習の充実

Ｃ 新たな表現方法、創造的な活動の充実

Ａ 個の学習状況に応じた学習ツールとしての活用の充実

インターネットでの情報検索、学習アプリ
による補充・習熟・発展課題、学習履歴に
基づく個別指導 等

共通課題の一斉配信・集約、個やグループの
資料共有、オンライン会議、等

映像や音楽、美術における表現アプリの活用、
プログラミング、等

３ 各教科における効果的な活用

タブレットを操作し
ている画像



■社会科における活用例

〇追究に必要な情報の収集
・教科書や資料集

・見学先でのメモ

+ インターネットや
デジタル資料

+ 写真や動画の撮影

Ａ 個の学習状況に応じた学習ツールとしての活用の充実

３ 各教科における効果的な活用



■算数･数学科における活用例

〇考え方の整理・共有・比較
・ﾉｰﾄやﾜｰｸｼｰﾄ上で

・ホワイトボートで

+ 個人のﾀﾌﾞﾚｯﾄ画面上で

+ 画面の一覧表示

Ｂ 授業支援システム等の活用による協働学習の充実

３ 各教科における効果的な活用



■音楽科における活用例

〇音楽づくり・創作の学習

・楽譜や図表に記録

・楽器などで音を確認

+ 作曲用ソフトに入力

+ 自動再生、編集

Ｃ 新たな表現方法、創造的な活動の充実

３ 各教科における効果的な活用

５名の児童が１台のタブレットを覗
き込んで操作している画像



日常の学習における体験を基
に話し合い、生活に生かす

例 特別活動

〇学級活動でネットの情報活用を議題に
取り上げる

例 総合的な学習の時間

〇調べ活動の中で、情報検索の仕方や情報の
扱い方を学ぶ

日常生活におけるネット上の
情報の扱いに生かす

４ 情報モラル・リテラシーの育成



○学習支援システムによる課題の配布、回収

○Web会議システムで朝の会、互いの様子を確認

○オンライン教材による個別学習

○Web会議システムによるオンライン授業

○一人一人の状況に応じた連絡方法による関係づくり

〔登校できない場合の学校とのつながり・学習環境の確保〕

５ オンラインによる学びの保障



〔児童生徒〕
○内容を自分で選び、何度でも取り組める。
○すぐに採点され、その場で修正できる。

６ 想定されるオンライン教材の活用効果

☆オンライン教材の導入
「すらら」実証実験（中３）
～令和２年８月末

取組結果が蓄積され、自分に合った学び直しを
効率的に行うことができる。



○各教科等における授業改善の推進
・ICTで調べ、調べたことを基に考え、表現する授業へ
・ICT活用の場面とスキル、ICTを用いず実物に触れたり
操作したりすることが必要な学習の明確化

○９年間を見通した計画的な情報モラル・リテラ
シー育成のための方法・体制の確立

○特別な支援が必要な子供にとっての活用と対応

○実践的な教職員の研修

①指導上の課題に関わって

７ 今後の検討課題



○学習の道具として学校や家庭で持ち歩く中での
故障・紛失等、管理上の問題への対応

○ネット社会とのかかわりを踏まえた、家庭での
活用方法の周知と保護者の理解

○タブレット活用による健康への影響

②運用上の課題に関わって

７ 今後の検討課題



○１人１台環境に適応した教室環境の充実
（提示装置の大型化など）

○将来のデジタル教科書を見据えたデジタルペン
の導入検討

○現場のニーズに即したアプリ導入

○ICT支援員等の配置

③ 環境整備に関して

７ 今後の検討課題
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